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２月１３日から３月１２日まで広島県議会２月定例会が行われ、

総額１兆７１４９億円の令和６年度当初予算や令和５年度２月補

正予算、わが会派から提出した「医薬品や医療機器の安定供

給確保を求める意見書」等について審議を行った結果、可決成

立しました。ふくち基弘が所属する民主県政会からは、東保幸

議員（安佐北区）が代表質問、上野寛治議員（安芸区）・高田稔議員（安

芸郡）・桑木良典議員（三原市・世羅郡）がそれぞれ一般質問を行い、県

政の課題を質しました。（質問の概要は以下の通りです。詳細は広島県議会のホー
ムページをご覧ください。）

東保幸議員（広島市安佐北区）

（質問） 実質的な県債残高増加の財政運営への影響と

プライマリーバランス黒字化への見通しを伺う。

（答弁） 本県のプライマリーバランスは、近年頻発した

豪雨災害対応等のため、多額の県債を発行しているこ

とから、令和２年度以降は赤字が続いており、実質的

な県債残高は増加傾向にある。将来にわたって行政

サービスを安定的に提供できるよう、引き続き、国の有

利な財源を最大限活用するとともに、県債発行額の適

切なマネジメントに取り組み、可能な限り、将来負担の

軽減を図る。

桑木良典議員（三原市・世羅郡）

（質問） 物流の２０２４年問題に直面するトラック運送事

業者の要望に応えるため、今後どう取り組むのか。

（答弁） ２０２４年問題に直面しているトラック運送事業者

への支援については、燃油価格などの物価高騰への対

応、賃上げを始めとする労働条件の改善や、生産性向

上に資する取組などを総合的に進めてきたが、いまだ

厳しい経営環境にあるとの声があることから、支援を継

続していく必要がある。引き続き、業界団体などとの情

報交換や県が実施するアンケート調査などを通じて課題

を把握し、関係機関と連携して対応してまいりたい。

上野寛治議員（広島市安芸区）

（質問） 有機フッ素化合物に関して県民に情報を発信し、

早急に対策を講じるべきだが、県の今後の対応は？

（答弁） 正確な情報を発信していくことが、非常に重要。

有機フッ素化合物については、現在、国の専門家会議

において国内外の最新の科学的知見の収集・評価や総

合的な対応の検討が行われており、確定的な知見はな

い状況であり、引き続き国に対し専門家による検討状況

など情報の提供を働きかけるとともに、関係市と連携し

正しい情報を発信することで県民の皆様の不安解消に

努めてまいりたい。

高田稔議員（安芸郡）

（質問） 生成ＡＩを悪用した犯罪から県民を守るために、

どのような体制で、どういった対策を講じていくのか。

（答弁） 特別サイバー捜査官制度の導入や証拠品等解

析システムの導入、生成ＡＩ技術に係る情報収集などに

より、警察組織全体の対処能力の向上に努めていると

ころ。引き続き、深刻化するサイバー空間の脅威や生

成ＡＩの脅威に的確に対処するため、各部門が緊密に連

携し、総合力を発揮して、この種の犯罪に対する取締り

や各種ボランティアと協働した広報啓発活動、さらには、

官民連携による被害の未然防止対策に取り組む。

広島県議会の様子
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広島県議会２月定例会中の２月２８日と２９日に文教委員会が開か

れ、令和６年度当初予算や上程された議案の中で、文教委員会に係

る部分について質疑を行いました。その中で、教職員の皆さんが子ど

も達への教育の面で最大限力を発揮できるよう、スクールサポートス

タッフの配置拡充を求めるとともに、来年度導入を予定している採点

支援システムについては、公正性を確保した上で教職員の勤務環境

改善につながるシステムとするよう要望しました。また、精神疾患によ

る病気休職者数も令和３，４年度８０人から９０人程度で推移しており、

教職員の不足している割合（欠補率）も教育委員会の目標を達成して

いるのは小学校のみとなっていることから、中学・高校・特別支援学

校における教職員の確保対策もしっかり講じるよう求めました。

広島県では、医師や診療科の偏在、都市部における医療機能の重複などに課題があります。そこで、広島

都市圏において医療資源を集約化することにより、県内全域に高水準の医療を提供するとともに、中山間地

域の地域医療を維持するため、県立広島病院、ＪＲ広島病院、中電病院の３病院を中心に医療資源を集約し、

高度な医療環境を整備することで、若手医師を惹き寄せ、患者の状態に応じた医療を提供する地域完結型医

療を実現するとともに、医療人材の地域への派遣体制の構築を目的とした新病院を二葉の里地区に整備する

計画が策定されました。この新病院については不明確な点も多いことから県議会で議論が行われています。

（質問） 高度医療を担う新病院を整備すれば、若い医師が集まり医師偏在の解決策になるとする根拠は何か。

（答弁） 国内の２０代、３０代の若手医師は大都市圏の病院へ集中しており、本県では減少傾向が続いている。

若手医師が病院を選ぶ理由は、厚生労働省等のアンケート調査によると、多くの症例を経験できること、指導

体制が充実していること、高度な技術や知識を習得できることなどが上位を占めている。

このため、新病院では、充実した指導体制の下、多様で魅力のある研修体制の整備の外、ライフステージに

配慮した勤務形態など、働きやすい職場環境を整備するとともに、地域内で不足している医師や診療科など、

地域の医療ニーズを集約し、必要な医師を各地域に派遣する仕組みづくりや、幅広い領域の疾患を診ること

ができる総合診療医の育成・派遣などの仕組みを強化していく。

（質問） 新病院の概算事業費や収支計画についての考えを伺う。

（答弁） 新病院の概算事業費は、医療現場の意見を踏まえつつ、外部の専門家の助言を得ながら、近年高

騰している建築単価等についても一定程度の上昇を見込んで算出した。また収支計画は、将来の医療需要を

推計し類似病院の実績を参考に条件を設定し、公認会計士などの助言を受けながらシミュレーションを行って

いる。国に対し財政支援制度の拡充・延長を働きかけるなど財源確保に努めるとともに、不確実な要素も想定

されるため収支計画の不断の見直しを行い、適時議会へ説明し意見を頂きながら進める。

（質問） 新病院で提供できるようになる高度医療と具体的効果は。

（答弁） ロボット支援内視鏡手術やハイブリッド手術室で行う脳疾患や循環器疾患の治療、がんゲノム医療、

小児集中治療室の整備による子どもの治療や看護ケアなどを提供し、少なくとも年間延べ５万人超の小児外

来患者に対応することを見込んでいる。また最新の集学的ながん治療によりがんによる死亡率の低下に寄与

するなど、患者の方々にとって最善・最新の医療を提供していきたい。


